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　華やかな理想美を描き、高い人気を誇
る上村松園。文学の情緒を盛り込み、深
い味わいを見せる鏑木清方――。
　この２人は、昨秋に展覧会を開催した伊
東深

しんすい

水と合わせて、﹁近代日本の３大美人画
家﹂とも呼ばれます。市制80周年を記念し、
近代美人画の世界で、傑出した作品を残
した２人の巨匠の展覧会を開催します。
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女
性
ら
し
い「
雅
」な
美
人
画

村
松
園
は
１
８
７
５（
明

治
８
）年
に
、
京
都
の
四

条
通
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
博
物
館
や
祇
園
祭
、

美
術
品
の
入
札
な
ど
を
す
る
売
り

立
て
会
場
な
ど
で
幅
広
く
模
写
を

重
ね
、
古
典
の
品
格
を
学
び
ま
し

た
。
作
品
に
深
み
や
気
品
を
出
す

た
め
、
江
戸
時
代
の
風
俗
に
取
材

し
、
漢
詩
や
漢
学
、
さ
ら
に
は
謡

曲
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

　

松
園
が
目
指
し
た
の
は
、
清
澄

な
感
じ
の
す
る
、
香
り
高
い
珠
玉

の
よ
う
な
絵
で
し
た
。

江
戸
の「
粋
」を
美
人
画
に

木
清
方
は
１
８
７
８（
明

治
11
）年
に
、
東
京
の
下

町
・
神
田
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

清
方
は
、水み

ず

野の

年と
し

方か
た

に
師
事
し
、

挿
絵
画
家
と
し
て
世
に
出
ま
す
。

そ
の
後
、
浮
世（
現
世
）の
美
人
画

を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

清
方
は
、
庶
民
の
風
俗
に
興
味

を
示
し
、
洋
画
の
影
響
に
よ
る
新

た
な
表
現
方
法
に
も
目
を
配
り
ま

し
た
。
ま
た
、
泉

い
ず
み

鏡き
よ
う

花か

の
作
品

や
芝
居
、
伝
説
な
ど
に
取
材
し
、

美
術
と
文
学
を
結
び
付
け
た
作
品

を
追
求
し
て
い
き
ま
し
た
。

◎
県
内
で
は
初
め
て
の
開
催

人
画
の
展
覧
会
は
大
変
人

気
が
高
く
、
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
画
家
の
展
覧
会
が
開

ほぼ同時代の昭和初期に活躍した、美人画の巨匠・上村松園と鏑木清方――。
初期から晩年に至るまでの作品を一堂に展示します。
それぞれの画風や女性表現に際立つ特徴、
時代や風俗を表す共通性など、２人が描く美人画の世界を紹介します。　　　　問　美術館☎35―２１１１

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
松
園
と
清
方
と
い
う

２
人
の
巨
匠
を
一
堂
に
展
示
す
る

こ
と
は
ま
れ
で
、
10
年
前
に
富
山

県
水す

い

墨ぼ
く

美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
以

来
で
す
。
神
奈
川
県
内
で
は
、
初

め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

両
巨
匠
の
代
表
作
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、そ
れ
ぞ
れ
京
都
と
東
京
、

女
性
と
男
性
と
い
う
対
照
的
な
視

点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
展
覧
会
は

大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

◎
女
性
美
を
異
な
る
表
現
で

化
勲
章
を
、
女
性
と
し
て

初
め
て
受
賞
し
た
松
園
。

生
涯
に
わ
た
り
、
女
性
像
を
描
き

ま
し
た
。
１
９
３
４
年
に
、
母
が

亡
く
な
る
と
、
追
慕
の
念
を
表
す

代
表
作『
夕ゆ

う

暮ぐ
れ

』（
１
９
４
１
年
）を

描
き
ま
し
た
。

　

松
園
の
美
人
画
は
、
一
貫
し
て

美
を
求
め
た
画
業
で
、
ま
げ
の
表

現
や
衣
装
の
雅
な
美
し
さ
が
際
立

ち
ま
す
。
時
代
や
世
代
で
描
き
分

け
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
げ
の
ふ
わ

り
と
し
た
表
現
力
は
、
同
年
代
の

画
家
ら
の
目
を
も
見
張
ら
せ
る
も

の
で
し
た
。
写
生
に
基
づ
く
表
現

で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
追
い
、
簡
潔

な
構
図
や
色
面
構
成
に
よ
っ
て
近

代
性
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
清
方
の
美
人
画
は
、
文

学
性
や
情
緒
が
あ
り
、
江
戸
の
粋

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
清
方
の

作
品
は
、
文
学
的
に
読
み
解
く
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

清
方
は
、
不
特
定
多
数
の
観
客

に
向
け
て
大
画
面
で
訴
え
か
け
る

「
会
場
芸
術
」の
風
潮
に
異
を
唱
え

ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
手
に
取
り

卓
上
に
広
げ
て
楽
し
む「
卓
上
芸

術
」を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
卓
上
芸
術
で
は
、
心
静
か

に
細
か
い
筆
さ
ば
き
や
情
感
を
味

わ
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
↖

　母となった女性が眉をそった、かつての風習に取材した
①『青眉』（1934年）は代表作の一つ。町方の妻女の京風俗に
は、幼年期を過ごした明治期の京都の面影と、そこに生き
た人々への追想が託されている。

　中国の古典に取材する②『楊貴妃』（1922年）は、胸をあらわにした女
性像だが、卑俗なところはない。楊貴妃というテーマや確かな時代考
証と、障子ごしの人、螺

ら
鈿
でん
文様の椅子、御

み
簾
す
ごしの草木の巧みな表現

のためである。

勝山滋学芸員

上鏑美

②『楊
よう

貴
き

妃
ひ

』（1922年）　松伯美術館

①『青眉』（1934年）　吉野石膏株式会社

学
芸
員
が
語
る

上
村
松
園
と
鏑
木
清
方

文

京都の雅
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↙
い
ま
す
。
画
家
は
楽
し
み
な
が

ら
描
き
、
鑑
賞
者
は「
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
番
茶
を
飲
ん
で
、
心
お
き

な
く
楽
し
め
る
」絵
と
し
て
鑑
賞

す
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
の
下
町
に
生
ま
れ
、
挿
絵

画
家
か
ら
始
ま
っ
た
清
方
な
ら
で

は
の
視
線
だ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

◎
伝
統
と
革
新
を
追
い
求
め
る

西
の
文
化
の
違
い
は
、
例

え
ば
、
掛
け
軸
な
ど
の
表

装
に
も
表
れ
て
お
り
、
京
の
好
み

と
関
東
の
好
み
が
分
か
れ
て
い
ま

す
。
観
覧
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
品
を
比
較
す
る
と
、
大
変

面
白
い
で
し
ょ
う
。

　

明
治
時
代
の
前
半
に
生
ま
れ
、

あ
り
し
日
の
京
都
の
雅
と
、
江
戸

の
粋
を
表
現
し
た
２
人
の
作
品
を

見
直
す
こ
と
は
、
現
代
の
わ
れ
わ

れ
日
本
人
に
と
っ
て
も
大
変
意
義

深
い
こ
と
で
す
。伝
統
を
踏
ま
え
、

品
格
を
重
ん
じ
な
が
ら
近
代
の
造

形
を
追
い
求
め
た
巨
匠
の
画
業
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

平
塚
市
が
誕
生
し
た
80
年
前

は
、
折
し
も
２
人
の
巨
匠
が
画
業

の
頂
点
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
時
代

で
す
。
近
代
日
本
画
の
画
壇
に
並

び
立
つ
巨
匠
２
人
が
描
く
女
性
美

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会「
美
人
画
の
巨
匠　
松
園

と
清
方
」

　

７
月
21
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
。

150
人（
先
着
順
）。
講
師
は
市
美
術

館
の
草
薙
奈
津
子
館
長
。

学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
29
日（
日
）、
８
月
12
日

（
日
）・
26
日（
日
）、
午
後
２
時
～

３
時
。
展
示
室
。
要
観
覧
券
。

関
連
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映

・「
上
村
松
園
の
世
界
」

・「
鏑
木
清
方
の
生
涯
」

●
鑑
賞
教
育
に
力
を
注
ぐ

　

美
術
館
で
は
、
小
・
中
学
校
に

お
け
る
美
術
な
ど
の
鑑
賞
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
展
の
開
催
期
間
中
も
、
上
村

松
園
と
鏑
木
清
方
展
を
題
材
と
し

た「
中
学
生
の
た
め
の
ア
ー
ト
・

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」や「
先
生
の
た

め
の
美
術
鑑
賞
講
座
」な
ど
、
生

徒
や
先
生
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

　③『鰯』（１９２７年）は、現代風俗に対する追憶が込められている昭和前期の作品。
鰯売りの少年とおかみさんの何げないやりとりが聞こえてくるようである。

　④『朝夕安居』（１９48年）は、清方の卓上芸術を代表する傑作の一つ。美しい女
性を描くだけでなく、風景画も研究して江戸庶民の暮らしが息づく情緒が画面
にあふれている。夕方の空気や、季節感までもが表現された作品である。

―「
上
村
松
園
と
鏑
木
清
方
」展
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

館
長　

市
立
の
美
術
館
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
社
会
教
育
の
場
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
展
覧
会
の

開
催
を
主
眼
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

昨
秋
は
、
３
大
美
人
画
家
の
一
人
で
、
湘
南
ゆ

か
り
の
伊
東
深
水
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
深
水
と
並
び
人
気
の

高
い
美
人
画
の
巨
匠
・
上
村
松
園
と
鏑
木
清
方
の

展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
清
方
は

戦
後
、
鎌
倉
に
住
ん
だ
湘
南
ゆ
か
り
の
画
家
で
も

あ
り
ま
す
。

―
展
覧
会
の
見
所
は
何
で
す
か
。

館
長　

松
園
の
作
品
が
30
件
、
清
方
の
作
品
が
45

件
、
計
75
件
、
点
数
に
す
る
と
110
点
を
展
示
し
、

代
表
作
も
多
く
充
実
し
た
展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
美
人
画
は
日
本
画
独
特
の
も
の
で
す
。
こ
の

２
人
は
、
非
常
に
質
の
高
い
美
人
画
を
描
く
、
優

れ
た
画
家
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
２
人
の
画
家
の

作
品
を
同
時
に
展
示
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画

風
の
違
い
な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
か
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
最
後
に
、
企
画
展
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て

い
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

館
長　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
美

術
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
も
、
借
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
な
作
品
も

数
多
く
展
示
し
ま
す
。
私
の
講
演
会
や
学
芸
員
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。
夏
休
み
中
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　本展の開催期間中は、開館時間を１時間延
長します。午後4時30分以降の観覧料は夕涼
み割引として、一般500円（高校生・大学生は
無料）です。また、鎌倉市鏑木清方記念美術
館（鎌倉市雪ノ下１―5―２5）との間で、相互割引
もします。他館の観覧券の半券を窓口で提示
してください。

開館時間　午前９時30分～午後６時（入場は午
　　　　　後5時30分まで）。
休 館 日　月曜日。
観 覧 料　一般９00円、高校生・大学生500円。
※次の方は無料です。
•中学生以下と、土曜日に来館の高校生。
•市内在住の６5歳以上の方。
•各種障がい者手帳を持つ方と、その付き添
　い一人まで。

平塚市美術館

草
く さ

薙
な ぎ

奈津子館長に聞く

東

④『朝夕安居』（1948年）　鎌倉市鏑木清方記念美術館

③『鰯
いわし

』（193７年ごろ）　東京国立近代美術館

江戸の粋

撮影　安藤不二夫
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市
長
こ
ら
む

七
夕
は
市
民
の
ま
つ
り

　

第
62
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま

つ
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
も

華
や
か
な
舞
台
の
裏
で
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
飾
り
付
け

や
観
光
案
内
、
交
通
整
理
や
会
場

清
掃
な
ど
に
参
加
し
て
、
ま
つ
り

を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

回
は
2
つ
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
の

「
山さ

ん
晃こ

央お

園え
ん
作
業
所
」で
す
。
障
が

い
の
あ
る
利
用
者
40
人
ほ
ど
が
、

民
生
委
員
や
町
内
福
祉
村
の
メ
ン

バ
ー
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら「
ミ

ニ
七
夕
飾
り
」を
作
り
、
販
売
。

22
年
目
と
な
る
今
年
は
、
５
種
類

の
飾
り
を
１
８
０
０
本
作
り
ま
し

た
。
材
料
の
一
部
や
５
カ
所
の
販

売
所
は
、
地
元
の
商
店
に
無
料
で

提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

理
事
長
の
磯
部
和
男
さ
ん
は

「
今
年
は
初
め
て
販
売
所
の
看
板

を
作
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

ミ
ニ
飾
り
は
完
売
で
す
」

と
喜
び
ま
す
。
副
理
事
長

の
磯
部
千
代
子
さ
ん
は

「
こ
の
子
た
ち（
利
用
者
）も
七
夕

ま
つ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん

で
す
よ
。
夢
は
、
平
塚
の
全
て
の

家
の
軒
下
に
こ
の
飾
り
が
下
げ
ら

れ
る
こ
と
。
市
外
か
ら
来
た
人
に

『
平
塚
で
は
み
ん
な
で
七
夕
を
楽

し
ん
で
い
る
』と
思
わ
れ
た
い
ん

で
す
」と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は「
織
り
姫
市
中
訪

問
」で
す
。
７
日
・
８
日
の
日
中
、

中
心
街
で
に
ぎ
や
か
な
行
事
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
中
、
私
は
織
り
姫

ら
と
福
祉
施
設
な
ど
15
カ
所
を
訪

問
。
ど
こ
も
す
て
き
な
飾
り
を
掲

げ
て
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

魚
市
場
で
は
、
今
年
も
子
ど
も

た
ち
が「
七
夕
お
ど
り
」で
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。社
会
福
祉
法
人「
伸

生
会
」で
は
、
市
内
最
高
齢
・
111

歳
の
石
黒
喜
代
子
さ
ん
ら
に
歓
迎

し
て
い
た
だ
き
、
来
年
の
再
会
を

約
束
し
ま
し
た
。
大
喜
び
す
る
お

年
寄
り
の
姿
に
、
織

り
姫
が
涙
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
来
、
七
夕
ま

つ
り
実
行
委
員
会
で

は「
市
民
の
ま
つ
り

と
し
て
長
く
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
最
も
重

要
」と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
現
場
で
、
た
く
さ
ん
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
七
夕
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

平
塚
市
長

　
高
齢
者
や
子
ど
も
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
水
分
と
塩
分
を
、

小
ま
め
に
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。
無
理
な
節
電
も
熱
中
症
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
救
急
課
☎
21
―
９
７
２
９

熱
中
症
に

あ
ふ
れ
る
光
と
人

　夏の訪れを告げる湘南ひらつか
七夕まつりを7月6日（金）〜8日（日）
に開催しました。前夜から始まっ
た飾り付けでお祭り気分に。初日
早朝には、子どもたちが七夕飾り
の下を駆け抜けていきました。
　日中は、七夕飾りを一目見よう

と訪れた親子連れなどで
にぎわいました。織り姫
3人や老若男女が参加し
た七夕おどり千人パレー
ド、11組が愛を誓った七
夕結婚式に大きな拍手が
送られました。

7
月
納
期
の
市
税・手
数
料

湘南ミルキーウェイレース
　ガールズケイリン
もあります。
開催日程
ＦⅡナイター
8月13日（月）〜15日（水）

問　平塚競輪場☎21―3935

湘南バンクへ　こう
　皆さんの声援で、再びJ1のステー
ジへ導きましょう。
前売り券　自由席大人2,500円、小
学生・中学生・高校生・シニア800円。
コンビニなどで販売します。

①
固
定
資
産
税（
第
２
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
１
期
）

④
介
護
保
険
料（
第
２
期
）

⑤
清
掃
し
尿
従
量
手
数
料（
第
４
期
）

納
期
最
終
日
　
７
月
31
日(

火)

問
　
①
市
税
総
務
課
☎
21
―
８
７
６
９

　
　
②
保
険
年
金
課
☎
21
―
８
７
７
５

　
　
③
保
険
年
金
課
☎
21
―
９
７
６
８

　
　
④
介
護
保
険
課
☎
21
―
８
７
９
０

　
　
⑤
環
境
業
務
課
☎
21
―
８
７
９
６

行

　8月12日（日）  18：00  VS 福岡  レベスタ
　8月　5日（日）  18：00  VS 横浜FC  ニッパ球

　7月22日（日）  18：30  VS 山形  BMWス
　7月29日（日）  18：30  VS 北九州  BMWス

平 

塚 

の 

旬

　
夏
野
菜
の
代
表
・
ナ
ス
に
は
、

体
を
冷
や
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。

問
　
農
水
産
課
☎
35
―
８
１
０
３

湘南ベルマーレが
んばれ
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　２年ぶりに輝きを取り戻した七
夕飾りが夜空に浮かび上がりまし
た。メーン会場の湘南スターモー
ルには、大河ドラマや七福神など
をテーマにした約80本の七夕飾り
が並びました。

光の競演、復活

　
高
齢
者
や
子
ど
も
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
水
分
と
塩
分
を
、

小
ま
め
に
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。
無
理
な
節
電
も
熱
中
症
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
防
救
急
課
☎
２1
―
９
７
２
９

ご
用
心
‼

　

市
で
は
現
在
、
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー（
右
写
真
）・
市
役
所
新
庁

舎（
左
写
真
）・
市
民
病
院
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

大
型
事
業
の﹁
今
﹂

①
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

　

平
成
25
年
10
月
の
稼
働
に

向
け
、
建
屋
と
煙
突
の
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

建
屋
は
地
下
部
分
の
骨
組

み
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
地
下
の

機
器
設
置
や
１
階
の
鉄
骨
組

み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。
煙

突
部
分
も
基
礎
工
事
が
完
了

し
、
外
筒
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

②
市
役
所
新
庁
舎

　

平
成
26
年
５
月
の
１
期
工

事
完
成
に
向
け
て
、
現
在
、

汚
染
土
壌
や
地
中
障
害
物
の

除
去
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

汚
染
土
壌
な
ど
の
除
去
終
了

後
、
建
物
を
建
設
す
る
地
盤

の
高
さ
ま
で
、
土
を
埋
め
る

工
程
に
進
み
ま
す
。

　

１
期
工
事
で
は
、
地
上
８

階
の
高
層
階
部
分
と
低
層
階

の
一
部
を
建
設
し
、
２
期
工

事
で
は
、
残
り
の
低
層
階
部

分
や
駐
車
場
棟
な
ど
を
建
設

し
ま
す
。

③
市
民
病
院

　

新
棟
建
設
の
前
段
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
オ
イ
ル
タ

ン
ク
な
ど
の
設
置
や
、
仮
設

救
急
棟
・
保
育
所
棟
の
建
設
、

旧
看
護
師
宿
舎
の
事
務
棟
へ
の
改
修
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
棟
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
と
行
政
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。
整

備
事
業
の
完
了
は
、
平
成
28
年
度
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

①
は
資
源
循
環
課
☎
21
―
９
７
６
３
②
は
庁
舎
建
設
室
☎
21
―
９

６
０
８
③
は
改
築
推
進
室
☎
32
―
０
０
１
５
へ
。

　

秋
の
本
格
開
講
に
向
け
た
体
験

講
座
で
す
。
経
験
豊
か
な
講
師
が

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
②
〜
④
、

⑤
の
９
月
４
日
の
会
場
は
生
き

が
い
事
業
団
で
す
。
先
着
順
。

①
親
子
で
農
業
体
験
＆

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

８
月
18
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
。
雨
天
中
止
。
寺
田

縄
。
小
学
生
以
下
の
親
子
20
人
。

大
人
500
円
・
小
人
300
円
。

②
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

デ
ジ
カ
メ
入
門　
８
月
18
日

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
12

人
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
。
300
円
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門　
19
日

（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午
。
12

人
。
300
円
。

③
書
道
教
室

　

８
月
20
日（
月
）午
前
10
時
〜
正

午
。
中
学
生
以
上
の
方
12
人
。
書

道
道
具
。
300
円
。
一
般
向
け
。

　

21
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
。

幼
児
・
小
学
生
12
人
。
お
持
ち
の

方
は
書
道
道
具
。

④
小
学
生
夏
休
み
学
習
教
室

　

８
月
20
日（
月
）・
21
日（
火
）、

午
後
１
時
〜
３
時
。
各
12
人
。
宿

題
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⑤
植
木
の
手
入
れ
教
室

　

９
月
４
日（
火
）・
５
日（
水
）、

全
２
回
、午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。

５
日
は
雨
天
延
期
。
総
合
公
園
な

ど
。
12
人（
60
歳
以
上
の
方
を
優

先
）。
300
円
。

募　

往
復
は
が
き
で
、
希
望
講
座

名
・
必
要
事
項
・
年
齢
①
は
参
加

人
数
、
④
は
希
望
日
を
〒
254
―

0073
西
八
幡
１
―
３
―
２
―
２
生
き

が
い
事
業
団
☎
33
―
２
３
３
５
へ
。

寺
子
屋
体
験
講
座

生
き
が
い
事
業
団
の



平成24年７月20日発行
6

平塚市役所のウェブ  平塚市 検索 　　　必要事項＝郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号

8
月
25
日（
土
）午
前
９
時

30
分
に
、
総
合
防
災
訓
練
の
一

環
と
し
て
緊
急
地
震
速
報
を
防

災
行
政
用
無
線
で
放
送
し
ま

す
。
放
送
が
聞
こ
え
た
ら
、
ご

家
庭
で
考
え
て
い
る
地
震
直
後

の
初
期
避
難
行
動
を
と
る
な

ど
、訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
送
を
実
際
の
災

害
と
間
違
え
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問　

防
災
危
機
管
理
課
☎
21
―

９
７
３
４

家
庭
で
も
訓
練
を 地震速報による

No.10

■
募
＝
応
募
方
法（
応
募
が
必
要

で
す
）　
問
＝
問
い
合
わ
せ

■
必
要
事
項
と
あ
る
場
合
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
へ
の
郵
便
物
は
、

〒
254
―
8686
平
塚
市
役
所
○
○
課
で

届
き
ま
す
。

■
募
集
開
始
日
の
記
載
が
な
い
場

合
、
7
月
23
日（
月
）午
前
8
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
メ
ー
ル
の
応
募
の
場
合

@

以

下
にcity.hiratsuka.kana

gaw
a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

JAビルかながわ
市民活動センター
消費生活センター（ ）

松原分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室くれよん

中央公民館

市役所・消防署
教育会館
青少年会館（青少年課）
中央図書館

美術館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつかアリーナ

保健センター

新館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR 平塚駅

駅前市民
窓口センター

応
募
方
法

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

郵
送･

フ
ァ
ク
ス･

メ
ー
ル

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

氏　
　

名

住 

所

往
復
は
が
き

返 信 往 信

記
入
例

対応訓練を実施します

八
幡
山
の
洋
館　

歴
史
講
座

「
平
塚
の
近
代
史
」

　

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念

館
の
歴
史
的
役
割
と

平
塚
の
近
代
化
の
歩

み
を
学
び
ま
す
。

　

８
月
19
日
・
26
日
の
日
曜
日
、

全
２
回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
。
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所

記
念
館
。
50
人（
抽
選
）。

募　

は
が
き（
１
人
１
枚
）で
、
必

要
事
項
を
８
月
３
日（
金
）ま
で

に
、
〒
254
―
8686
豊
原
町
２
―
21
社

会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４
へ
。

講
座「
考
古
学
の
世
界
」

　

市
内
で
出
土
し
た
資
料
な
ど
か

ら
、
当
時
の
歴
史
を
読
み
解
く
、

体
験
型
の
講
座
で
す
。

　

８
月
22
日
・
29
日
の
水
曜
日
、

全
２
回
、午
後
１
時
～
３
時
10
分
。

東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス（
北
金

目
４
―
１
―
１
）。
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
２
日
と
も
参
加
で
き

る
高
校
生
以
上
の
方
30
人（
抽
選
）。

募　

は
が
き
で
、
必
要
事
項
・
年

齢
・
講
座
名
を
８
月
３
日（
金
）ま

で
に
、〒
254
―
8686
豊
原
町
２
―
21
社

会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４
へ
。

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
試
合
に
親

子
を
無
料
招
待

　

対
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
。
８
月
29

日（
水
）午
後
６
時
試
合
開
始
。
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム（
横
浜
市
中
区
横

浜
公
園
）。市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
１
０
０
０

組
２
０
０
０
人（
先
着
順
）。
３
人

目
か
ら
は
１
人
１
５
０
０
円
。

募　

保
護
者
の
必
要
事
項
・
子
ど

も
の
氏
名
・学
校
名・学
年・チ
ケ
ッ

ト
の
追
加
購
入
の
有
無
を
直
接
、

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35
―
２

２
３
３
へ
。

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

親
子
で
楽
し
む
触
れ
合
い
遊
び

や
運
動
遊
び
、
保
育
士
に
よ
る
大

型
人
形
劇
な
ど
を
し
ま
す
。

　

８
月
18
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。総
合
体
育
館
。未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者
300
組（
先
着
順
）。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
保
護
者
の
必
要
事
項
と
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢
を
、
７
月
20

日（
金
）か
ら
、
こ
ど
も
家
庭
課
☎

21
―
９
８
４
２
薨
21
―
９
７
３
８

kodom
okatei@

へ
。

美
術
館
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

い
ず
れ
も
美
術
館
で
す
。

①
み
ん
な
の
光
る
ど
ろ
だ
ん
ご

　

青
・
緑
・
ピ
ン
ク
・
黄
・
紫
の

中
か
ら
、好
き
な
色
を
選
び
ま
す
。

　

８
月
17
日（
金
）午
前
10
時
～
正

午・
午
後
２
時
～
４
時
。小・
中
学
生
、

各
20
人（
抽
選
）。
１
０
０
０
円
。

②
夏
休
み
銅
版
画
体
験

　

８
月
24
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
。
小
学
校
５
年
生
～

高
校
生
12
人（
抽
選
）。
700
円
。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
講
座
名
・
実
施
日
時
・
必

要
事
項
・
年
齢
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
①
は
希
望
す

る
色
も
）を
、①
は
８
月
２
日（
木
）

②
は
９
日（
木
）ま
で
に
、
〒
254
―

0073
西
八
幡
１
―
３
―
３
美
術
館
☎

35
―
２
１
１
１
薨
35
―
２
７
４
１

art-m
use@

へ
。
メ
ー
ル
は
タ

イ
ト
ル
を「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
応

募
」に
。

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
で
映
画

を
見
ま
せ
ん
か

　

８
月
10
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
５
時
。「
カ
ー
ズ
２
」「
く
ま
の

プ
ー
さ
ん
」。
全
席
自
由
。
１
５

０
０
人（
先
着
順
）。

募　

往
復
は
が
き（
１
世
帯
１
枚
）

で
、
代
表
者
の
必
要
事
項
・
参
加

人
数
を
〒
254
―
0026
中
堂
246
―
１
馬

入
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ネ
マ
係
☎
25
―
０

０
１
１
へ
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

　

中
小
企
業
向
け
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）の
策
定
方
法
を
学

び
ま
す
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
際
に
、
企
業
活
動
を
継
続
で

き
る
よ
う
対
応
策
を
検
討
し
ま
せ

ん
か
。

　

７
月
27
日（
金
）午
後
２
時
～
４

時
。
平
塚
商
工
会
議
所（
松
風
町

２
―
10
）。
市
内
の
事
業
経
営
者

ら
40
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
必
要

事
項
を
、
平
塚
商
工
会
議
所
管
理

課
☎
22
―
２
５
１
４
薨
24
―
０
０

７
９
へ
。

も
の
づ
く
り
教
室

　

組
み
立
て
お
も
ち
ゃ
を
使
い
、

自
動
車
の
製
造
を
体
験
し
ま
す
。

　

８
月
22
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
・
午
後
１
時
～
２
時
30
分
。

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
。市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
校
５
年
生
、各
40
人

（
抽
選
）。

募　

往
復
は
が
き
で
、
保
護
者
の

必
要
事
項
・
子
ど
も
の
氏
名
を
、

８
月
10
日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―

0026
中
堂
246
―
１
馬
入
ふ
れ
あ
い
公

園
管
理
事
務
所
も
の
づ
く
り
教
室

係
☎
25
―
０
０
１
１
へ
。

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

　

50
個
程
度（
抽
選
）。１
人
１
点
。

修
繕
費
程
度
を
負
担
。

募　

８
月
１
日（
水
）～
10
日（
金
）、

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
10
日
は

正
午
ま
で
）に
直
接
、
四
之
宮
７

―
３
―
５
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎

51
―
５
３
０
１
へ
。

あ
き
ん
ど
実
践
大
学
の
受
講
生

　

専
門
家
か
ら
、
繁
盛
店
の
事
例

や
経
営
理
論
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

８
月
～
平
成
25
年
３
月
の
毎
月

第
４
木
曜
日
。
初
回
は
８
月
23
日

（
木
）午
後
７
時
30
分
～
９
時
30

分
。
手
づ
く
り
食
工
房（
明
石
町

24
―
13
）。
市
内
在
住
・
在
勤
の

商
業
関
係
者
20
人（
先
着
順
）。

募　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
、
必
要
事
項
を
商
業
観
光
課
☎

35
―
８
１
０
７
薨
35
―
８
１
２
５

shokan@

へ
。

緑
化
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン

ク
ー
ル

　

環
境
保
全
や
緑
化
活
動
、
自
然

と
の
触
れ
合
い
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

１
人
１
点
。
未
発
表
の
作
品
に
限

り
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
四
つ
切
り
の
画
用

紙
で
横
向
き
、標
語
は
20
字
以
内
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
文
字
を
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

募　

郵
送
ま
た
は
直
接
、
ポ
ス

タ
ー
は
裏
面
に
、
標
語
は
は
が
き

に
コ
ン
ク
ー
ル
名
・
必
要
事
←

　8月24日（金）午後７時から、
湘南潮

い た こ

来（相模川河口）で湘南
ひらつか花火大会を開催しま
す。皆さんの願い事を願かけ
花火に託しませんか。
　応募していただいた方に
は、特別観覧券（2人分）と願
い事を書いた願かけだるま絵
を差し上げます。2,000円。
募　代金を振り込み後、郵送・
ファクスで、〒254―8686豊原町
2―14豊原分庁舎2号館1階の商
業観光課☎35―810７薨35―8125
などで配る申込書を、8月14
日（火）までに同課へ。

①見附台周辺地区土地利用計画―整備方針―（素案）
　民間活力の導入を視野に入れた、まちの活性化につ
ながる整備方針の素案をまとめました。
②小規模水道及び小規模受水槽水道における安全で衛
生的な飲料水の確保に関する条例及び同施行規則の骨
子（案）
　マンションなどに設置する受水槽の届け出や立入検
査の権限などが市に移譲されます。これに伴い、条例
案を作成しました。
　①の素案は７月23日（月）から、②の案は20日（金）か
ら、本庁舎1階の市政情報コーナーや、公民館、図書館、
市のウェブなどで閲覧できます。
募　郵送・ファクス・メールで、意見・必要事項（団
体の場合は団体名と代表者氏名）を①は７月23日（月）～
8月21日（火）に、まちづくり事業課☎21―8７83薨0120―７
0458９ machi-j@へ。②は７月20日（金）～8月20日（月）
に、環境政策課☎21―９７６2薨21―９６03 kankyo-s@へ。

パブリックコメント
ご意見をお寄せください

有効活用が期待される見附台広場
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　「３人で協力したから、うまくで
きました」と口をそろえるのは、
土沢中学校３年の窪田詩織さん、
野川歩美さん、守

もり

實
ざ ね

千春さん（写
真左から）。
　　３人は、上吉沢にあるパークゴ
ルフ場のコース名（彦星コース、
織姫コース）にちなんだ「顔はめ看

板」を作りました。
　土沢中学校は、地域ボランティ
アに取り組んでおり、３人も地域
貢献のために昨年の夏から看板の
制作に取り組みました。
　「配色や、構成が難しかった」「大
きな看板だったので大変だった」
と３人は振り返ります。
　看板は、６月１７日に開催された
湘南ひらつかパークゴルフフェス
タで除幕式を行い、大勢の来場者
に披露されました。
　守實さんは「これからも多くの
人にパークゴルフ場を利用しても
らいたい。そして、看板と一緒に
写真を撮ってもらえたらうれしい
です」と笑顔で話してくれました。

広告

項
・
年
齢
、
学
生
の
方
は
学

校
名
・
学
年
・
組
を
、
９
月
３
日

（
月
）ま
で
に
、
本
庁
舎
４
階
の
み

ど
り
公
園
・
水
辺
課
☎
21
―
９
８

５
２
へ
。

Ｓ
Ｃ
Ｎ
杯
争
奪
囲
碁
順
位
戦

　

全
国
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
い

ま
す
。

　

９
月
２
日（
日
）午
前
９
時
45
分

開
会
。
市
民
セ
ン
タ
ー
。
①
代
表

選
抜
戦
②
ジ
ュ
ニ
ア
・
女
性
順
位

戦
③
オ
ー
プ
ン
戦
。
市
内
・
大
磯

町
・
二
宮
町
・
中
井
町
に
在
住
の

方
80
人（
先
着
順
）。
①
は
初
段
以

上
②
は
５
級
以
上
の
小
学
生
～
高

校
生
ま
た
は
女
性
③
は
級
位
者
。

２
０
０
０
円（
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
）。

募　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
〒
254
―
0045
見
附
町
15
―
１
市

民
セ
ン
タ
ー
内
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ

ま
ち
づ
く
り
振
興
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７
薨
32
―
２
２

４
０
に
あ
る
申
込
書
を
、同
課
へ
。

こ
ど
も
環
境
教
室
・
海
編

　

漁
船
に
乗
っ
た
り
、
海
岸
で
漂

着
物
を
探
し
た
り
し
ま
す
。

　

８
月
１
日（
水
）午
前
８
時
30
分

～
正
午
。
荒
天
中
止
。
平
塚
海
岸

な
ど
。
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
50
人（
先

着
順
）。

募　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
保
護
者
の
必
要
事
項
・
子

ど
も
の
名
前
・
年
齢
・
教
室
名
を
、

環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６
２
薨

21
―
９
６
０
３

kankyo-s@

へ
。

県
立
職
業
技
術
校
10
月
生

　

平
塚
高
等
職
業
技
術
校（
東
八

幡
４
―
19
―
４
☎
23
―
１
９
２

２
）で
、建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
庭
園
エ
ク

ス
テ
リ
ア
施
工
を
学
び
ま
す
。詳

し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
配
る

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

８
月
９
日（
木
）ま
で
に
、
同

校
へ
。
お
問
い
合
わ
せ
は
県
産
業

人
材
課
☎
045
―
210
―
５
７
１
５
へ
。

花
巻
ま
つ
り
市
民
ツ
ア
ー

　

９
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）の

２
泊
３
日
。
７
日
は
午
前
６
時
30

分
に
バ
ス
で
平
塚
を
出
発
し
、
花

巻
市
に
向
か
い
ま
す
。
25
人
。
最

少
催
行
人
員
23
人
。
４
～
５
人
１

室
利
用
で
大
人
１
人
４
万
５
０
０

０
円
。
３
名
１
室
利
用
は
４
０
０

０
円
、
２
人
１
室
利
用
は
６
０
０

０
円
追
加
。
花
巻
市
内
に
あ
る
宮

沢
賢
治
記
念
館
や
宮
城
県
石
巻
市

の
被
災
地
な
ど
も
訪
れ
ま
す
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

首
都
圏
平
塚
支
店（
観
光
庁
長
官

登
録
旅
行
業
第
１
７
６
７
号
・
平

塚
市
宝
町
３
―
１
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
１

階
）☎
23
―
５
１
６
６
へ
。

陸
・
海
・
空
の
自
衛
官

　

一
般
曹
候
補
生（
18
～
26
歳
）や

自
衛
官
候
補
生（
18
～
26
歳
）な

ど
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募　

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本

部
平
塚
地
域
事
務
所
☎
22
―
５
５

４
７

←

パークゴルフ場の利用者UPへ

土沢中学校生徒が
顔はめ看板を作成

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ　

イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ

　

対
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
。
８
月

10
日（
金
）午
後
６
時
試
合
開
始
。

平
塚
球
場
。
当
日
券
を
試
合
開
始

２
時
間
前
か
ら
、
同
球
場
で
販
売

し
ま
す
。
大
人
１
０
０
０
円
、
高
校

生
・
中
学
生
500
円
、
小
学
生
300
円
。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す

　

道
水
路
な
ど
の
境
界
確
定
図
を

整
備
す
る
た
め
、
黒
部
丘
な
ど
で

８
月
２
日（
木
）～
平
成
25
年
３
月

31
日（
日
）に
官
民
境
界
等
先
行
調

査
を
し
ま
す
。
境
界
確
定
済
み
地

域
の
た
め
、
立
ち
会
い
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　
土
木
調
整
課
☎
21
―
９
８
４
７

大
学
の
図
書
館
を
利
用
し
ま

せ
ん
か

　

学
校
の
身
分
証（
生
徒
手
帳
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス

（
北
金
目
４
―
１
―
１
）

　

８
月
６
日（
月
）～
31
日（
金
）、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
土
・
日

曜
日
と
13
日（
月
）～
17
日（
金
）を

除
く
。
中
央
図
書
館
・
11
号
館
・

12
号
館
・
13
号
館
分
館
。
高
校
生
。

②
神
奈
川
大
学
湘
南
ひ
ら
つ
か

キ
ャ
ン
パ
ス（
土
屋
２
９
４
６
）

　

７
月
31
日（
火
）～
９
月
20
日

（
木
）、
午
前
９
時
10
分
～
午
後
４

時
50
分
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と

８
月
13
日（
月
）～
16
日（
木
）を
除

く
。
平
塚
図
書
館
。
中
学
生
・
高

校
生
。

問　

①
は
東
海
大
学
中
央
図
書
館

☎
58
―
１
２
１
１
②
は
神
奈
川
大

学
平
塚
図
書
館
☎
59
―
４
１
１
１

マ
ダ
イ
の
稚
魚
放
流
体
験

　

船
に
乗
っ
て
、
平
塚
沖
で
稚
魚

を
放
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

７
月
27
日（
金
）午

後
１
時
。平
塚
新
港
荷
さ
ば
き
場
。

荒
天
時
は
、
船
に
乗
ら
な
い
で
平

塚
新
港
で
放
流
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
平
塚
市
漁
業
協
同
組
合
の

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

農
水
産
課
☎
21
―
２
０
６
６

　12月2日（日）に市民センターで開く「第
九のつどい」の合唱団員を募集します。
ベートーベン交響曲第９番ニ短調作品125
「合唱付」を歌います（下写真）。

市民センターで
第九を歌おう

　練習は９月20日（木）～12月1日（土）の全
15回。市民センターなどでの練習に６割
以上参加できる小学生以上の方200人（先
着順）。一般６,000円、高校生・大学生3,
000円、小・中学生・障がいのある方1,0
00円。
募　市民センター内の文化スポーツまち
づくり振興財団文化事業課☎32―223７や
公民館で配る申込書に参加費を添えて７
月20日（金）から、直接、同財団へ。申込
書は、同財団のウェブにもあります。
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﹁ これから﹂
　夕暮れの田んぼを撮影しました。「これから夜になり、稲は
まだまだ大きくなる。人生はまだまだこれからなのだ」（6月下

旬、金目中学校周辺で撮影）

東海大学2年　写真部　永井崇
たか

大
ひろ

さん（20）

　

参
加
す
る
際
は
、
母
子
健

康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市

の
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課
☎
５５
―
２
１
１
１

8

AUG.

月

保
健
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職
員

　
幼
児
の
健
診
や
相
談
業
務
な
ど
を

す
る
歯
科
衛
生
士
を
募
集
し
ま
す
。

　

資
格
が
あ
り
、
臨
床
経
験
が
３

年
以
上
あ
る
方
、
若
干
名
。
勤
務

は
月
12
日
以
内
、
１
日
４
～
６
時

間
。
時
給
１
２
５
０
円
。
採
用
予

定
は
９
月
以
降
。

募　

郵
送
ま
た
は
直
接
、
市
販
の

履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
、
７

月
31
日（
火
）ま
で
に
〒
254
―
0082
東

豊
田
448
―
３
健
康
課
☎
５５
―
２
１

１
１
へ
。

音
訳
初
級
講
習
会

　
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
音
訳
技

術
・
録
音
図
書
作
製
を
学
び
ま
す
。

　

８
月
17
日
～
９
月
28
日
の
金
曜

日
、
全
７
回
、
午
後
１
時
～
３
時

30
分
、
８
月
17
日
は
午
後
０
時
30

分
か
ら
。
福
祉
会
館
。
自
分
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
宅
で
録
音
が

で
き
、
平
塚
音
訳
赤
十
字
奉
仕
団

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
方
1５

人（
先
着
順
）。
筆
記
用
具
。
１
０

０
０
円
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
７
月
20

日（
金
）か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
―
０
０
０
７
へ
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

８
月
20
日
～
10
月
1５
日
の
月
曜

日
、
全
７
回
、
午
後
１
時
20
分
～

２
時
５0
分
。
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
神

奈
中（
宝
町
10
―
４
）。
市
内
在
住

の
6５
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
20
人（
先

着
順
）。運
動
着
・
室
内
用
運
動
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
。
転
倒
骨
折
予

防
教
室
は
年
度
内
に
３
回
ま
で
参

加
で
き
ま
す
。

募　

７
月
23
日（
月
）午
前
10
時
か

ら
、
神
奈
中
ス
イ
ミ
ン
グ
平
塚
☎

23
―
５
２
６
１
へ
。

８
月
は
心
身
障
が
い
者
福
祉

手
当
の
振
込
月
で
す

　

受
給
し
て
い
る
方
が
転
居
・
転

出
・
死
亡
・
施
設
入
所
し
た
場
合

や
振
込
口
座
を
変
更
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４幼

稚
園
の
保
育
料
な
ど
を
減
免

　

所
得
状
況
に
応
じ
て
、
幼
稚
園

な
ど
の
入
園
料
・
保
育
料
を
減
免

し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
幼
稚

園
で
配
っ
て
い
る
申
出
書
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
、
同

園
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

学
務
課
☎
3５
―
８
１
１
８

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
の
開
放
日

　

８
月
28
日（
火
）午
前
９
時
～
午

後
５
時
。
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
。
ア
リ
ー
ナ
半
面
。
用
具
な

ど
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
管
理
事

務
所
☎
2５
―
０
０
１
１

日
赤
講
習
会

　

い
ず
れ
も
検
定
試
験
が
あ
り
ま

す
。
中
央
公
民
館
。
中
学
生
を
除

く
1５
歳
以
上
の
方
、各
20
人（
抽
選
）。

①
健
康
生
活
支
援
講
習
支
援
員
の

養
成
講
習
会

　

老
後
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
介

護
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

８
月
23
日（
木
）・
24
日（
金
）、

全
２
回
、
23
日
は
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
、
24
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
30
分
。１
０
０
０
円
。

②
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

心
肺
停
止
し
た
傷
病
者
の
一
次

救
命
措
置
を
学
び
ま
す
。

　

８
月
23
日（
木
）正
午
～
午
後
４

時
。
１
５
０
０
円
。

募　

は
が
き
で
、
必
要
事
項
・
生

年
月
日
・
講
習
名
・
開
催
日
を
、

８
月
３
日（
金
）ま
で
に
、
福
祉
総

務
課
☎
21
―
９
８
６
２
へ
。

初
心
者
手
話
講
習
会

　

簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介

の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

７
月
31
日
～
９
月
４
日
の
火
曜

日
、
全
５
回
、
午
前
10
時
～
正
午
。

福
祉
会
館
。
小
学
生
以
上
の
手
話

初
心
者
の
方
20
人（
先
着
順
）。
筆

記
用
具
。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
７
月
20

日（
金
）か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
―
０
０
０
７
へ
。

一
目
で
分
か
る「
介
護
保
険

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
、

要
介
護（
要

支
援
）認
定

申
請
か
ら

介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用

ま
で
の
流

れ
な
ど
を

分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
南
附
属
庁

舎
１
階
の
介
護
保
険
課
や
各
公
民

館
な
ど
で
配
っ
て
い
ま
す
。

問　
介
護
保
険
課
☎
21
―
８
７
９
０

福
祉
用
品
な
ど
の
展
示
会

　

８
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）、

午
前
10
時
～
午
後
３
時
。
平
塚
栗

原
ホ
ー
ム（
立
野
町
31
―
20
）。
②

は
５
日
の
み
。

①
福
祉
用
具
大
展
示
会

　

誰
で
も
使
え
る
福
祉
用
具
を
利

用
し
て
、
日
常
の
不
便
さ
を
解
消

し
ま
せ
ん
か
。
福
祉
用
具
を
一
堂

に
集
め
、使
用
方
法
な
ど
を
直
接
、

確
認
で
き
ま
す
。

②
食
の
祭
典

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

利
用
で
き
る
宅
配
弁
当
や
レ
ト
ル

ト
食
品
を
紹
介
し
ま
す
。
試
食

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

問　

平
塚
栗
原
ホ
ー
ム
☎
3５
―
６

０
６
０

誘
導
法
講
習
会

　

視
覚
障
が
い
者
を
安
全
に
誘
導

す
る
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

講
習
会
で
は
バ
ス
・
電
車
の
乗

り
降
り
な
ど
、
誘
導
の
基
本
を
学

び
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方
30
人

（
先
着
順
）。
100
円（
交
通
費
・
飲

食
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

１
日
目　

８
月
23
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時（
平
塚
盲
学

校
集
合
・
神
奈
川
中
央
交
通
田
村

車
庫
解
散
）。

２
日
目　

８
月
24
日（
金
）午
前
10

時
～
午
後
４
時（
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅

集
合
・
解
散
）。
講
習
場
所
は
Ｊ

Ｒ
小
田
原
駅
・
伊
豆
箱
根
鉄
道
大

雄
山
線
ホ
ー
ム
・
小
田
原
城
。

募　

県
立
平
塚
盲
学
校
☎
31
―
１

３
４
１

◆
育
児
相
談

　

１
日
・
８
日
・
22
日
の
水
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
。
身

体
計
測
や
生
活
・
食
事
・
母
乳
・

歯
の
衛
生
な
ど
、
育
児
に
関
す
る

相
談
が
で
き
ま
す
。

◆
乳
児
の
個
別
健
康
診
査

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
４
カ
月
児
・

８
～
10
カ
月
児
。
実
施
医
療
機
関

の
一
覧
表
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

配
っ
て
い
ま
す
。

◆
歯
科
健
康
診
査（
予
約
制
）

　

８
日（
水
）午
後
１
時
～
２
時
30

分
。
30
日（
木
）午
前
９
時
～
10
時

30
分
。
２
歳
１
カ
月
児
～
２
歳
６

カ
月
児
。
歯
の
健
康
診
査
や
フ
ッ

素
塗
布
の
体
験
・
相
談
な
ど
。

◆
離
乳
食
教
室（
予
約
制
）

　

離
乳
食
の
進
め
方
な
ど
、
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
た
コ
ー

ス
で
す
。

★
５
～
６
カ
月
児　

30
日（
木
）午

後
１
時
30
分
～
２
時
40
分
。

★
７
～
８
カ
月
児　

３
日（
金
）・
24

日（
金
）、午
後
１
時
30
分
～
３
時
。

★
９
カ
月
児
～
１
歳
６
カ
月　
17
日

（
金
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
。

◆
子
育
て
教
室（
予
約
制
）

★
す
く
す
く
子
育
て
教
室　

22
日

（
水
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
1５

分
。
５
～
６
カ
月
児
。
育
児
や
赤

ち
ゃ
ん
の
病
気
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操

な
ど
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
開
催

し
ま
す
。

★
歯
っ
ぴ
い　

は
み
が
き
教
室　

７
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時
。８
～

12
カ
月
児
。歯
み
が
き
準
備
期
編
。

◆
母
親
父
親
教
室

★
プ
レ
パ
パ
＆
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室（
予
約
制
）　

11
日（
土
）午
前

10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。
妊

婦
と
ご
家
族
。
体
重
管
理
の
た
め

の
食
生
活
に
つ
い
て
、
調
理
実
習

や
講
話
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

★
お
産
の
進
み
方
と
産
後
の
過
ご

し
方
な
ど　

20
日（
月
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
1５
分
。
妊
娠
８
カ
月

以
降
の
方
と
ご
家
族
。
祖
父
母
教

室
も
開
催
し
ま
す
。

★
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
、
妊
婦
体

験　

27
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
。
妊
娠
８
カ
月
以
降
の

方
と
ご
家
族
。

　

映
画「
か
か
し
の
旅
」

　

い
じ
め
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
は

な
く
、
生
き
る
た
め
に
旅
に
出
た

少
年
の
姿
を
描
き
ま
す
。

　

８
月
19
日（
日
）、
午
前
10
時
～

11
時
40
分
・
午
後
１
時
30
分
～
３

時
10
分
。
中
央
公
民
館
。
大
人
800

円（
当
日
１
０
０
０
円
）・
高
校
生

以
下
500
円
。

問　
「
か
か
し
の
旅
」平
塚
上
映
実

行
委
員
会
の
重
田
☎
090
―
３
５
２

０
―
５
９
９
３

　

�

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

平
成
24
年
度
の
開
催
日

　

①
西
部
福
祉
会
館（
公
所
868
）。

第
１
日
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

②
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
四
之
宮

７
―
３
―
５
）。
第
３
土
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
～
４
時
③
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー（
南
豊
田
381
）。
第

４
火
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午
④

福
祉
会
館
。
第
４
土
曜
日
、
午
前

10
時
～
正
午
ほ
か
、
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
も
開
催
。

問　

お
も
ち
ゃ
の
病
院
ド
ク
タ
ー

く
る
り
ん
の
山
腰
☎
５５
―
４
７
６
６




